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要 旨

筆者らは, 高岡短期大学におい て遠隔公開講座支援シ ス テム を構築 した ｡
こ の シ ス テ ム の導入によ っ

て , 講師は必要に応 じてイ ン タ ー ネ ッ ト上 で W e b デ ー

タおよび底ビ ッ ト レ ー トの動画を制作 ･ 配信す

る ことができる｡ 本稿で は
,
本シ ス テ ム の構成に つ い て 述 べ , 1 9 99 年度の本学公開講座 ｢J a v a S c rip t

プ ロ グラミ ン グ講座｣ における利用実験に つ い て報告 し, その結果に つ い て 考察する｡

実験の結果, 本シ ス テ ム による学習支援は, 対面型授業との 連携によ っ て十分に機能した｡ しか し,

V O D コ ン テ ン ツ に関して は, 制作面および内容面 における問題があり, 制作補助者によるサポ ー

トや

編集環境の 向上等の対策が必要であることが明らか となっ た｡
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1 . は じめ に

W eb による情報および教材の提供, 電子 メ
ー

ル に よる双方向の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を中心

と して , イ ン タ
ー

ネッ トはさま ざまな教育の

場面にお い て活用されて い る｡ 特に , 遠隔の

学習者に対 して教材の 提供 ･ 質疑応答 ･ 評価

等を行う遠隔授業は, 時間的 ･ 地理的な制約

の 多い 社会人 を対象と した生涯学習におい て

きわめて有効な役割を果たすと考えられる
1)
｡

遠隔授業用 の W eb コ ンテ ン ツ は , 講義ノ
ー

トや参考資料等の既存の教材に基づ い て作成

されるこ とが多い ｡ そ の
一

連の工程は, H T M L

オ ー サリ ン グツ ー

ル の発達に より簡素化され

て い る
｡ 電子メ ー ル の送受信につ い ても優れ

た ユ ー ザイ ンタ フ ェ ー

ス が提供され て い る｡

講師にワ ー ドプ ロ セ ッサ等の基本的アプリケ ー

シ ョ ン を操作する技能があれば, サ
ー バ管理

者の サポ ー トの もとに, 自ら教材を提供 して

イ ン タ ー ネッ ト上で遠隔授業を実施するこ と

は十分可能で ある｡

さらに, 放送大学や放送公開講座等の実績

にも見られるように, 音声や動画等の マ ル チ

メ ディ ア の利用はより大きな学習効果を生み

出すも の と して期待され て い る｡ しかし, 現

在 のイ ン タ ー ネ ッ ト上で こ の ような マ ル チメ

ディ アを利用 した遠隔教育を本格的に展開す

るためには, いく つ か の 問題点 を考慮 しなけ

ればならな い ｡ そ の
一

つ が帯域の 問題 で ある｡

家庭か らのイ ンタ ー ネ ッ ト利用は, 電話網(ア

ナ ロ グ ･

IS D N) を介 した接続がほ とんどで あ

り , その 実質的な伝送速度は約3 0 - 1 00k b p s で

地域 ビ ジネ ス 学科
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ある｡ こ の帯域で は高品質なP C M 音声の 伝送

は可能であるが, 動画 の伝送はQ CI F (17 6 ×

1 28 pi x el) で数fp s 程度の低フ レ
ー ム レ ー トに

留まる｡ 第二 にクライ ア ン トの 問題が挙げら

れる｡ 近年 の急速な高性能化により, パ
ー

ソ

ナル コ ン ピ ュ ー タによる マ ル チメディ アデ ー

タ の再生は問題なく可能であるが, クライア

ン ト側から発信する環境は十分に整備されて

おらず, 電子メ ー ル - の音声フ ァイ ル 添付,

またはH . 3 20 による ビデオ会議等に事実上限

定されて いる ｡ さらに, 最も重要な問題点と

して動画 コ ンテ ン ツ制作の 問題 がある｡ 帯域

およびクライア ン トの 問題は, 近い将来に改

善される ことが予想されるが, 動画 コ ン テ ン

ツ の制作 (撮影 ･ エ ン コ ー ド ･ 編集 ･ 管理)

に必要な設備 ･ 知識および労力は, テ キス ト ･

画像デ
ー タと比較するとはるかに大きいため,

動画コ ンテ ンツ の本格的な制作.
･ 提供を行う

機関 ･ 個人 は限られて いる の が現状である｡

筆者らは, 上述の現状および問題点を踏ま

え, 本学にお い て遠隔公開講座支援 シス テ ム

を構築し, 19 99 年度の本学公開講座ワa v a S cri p t

プ ロ グラミ ング講座｣ にお いて 利用実験を実

施 した｡ 本 シス テム の導入によ っ て , 講師は

必 要に応じて W e b デ ー タおよび低ビ ッ ト レ ー

トの動画を制作 ･ 配信する こ とができる ｡ コ

ン テ ン ツは W eb を主体とし, 動画は補助的な

教材と して位置付け, 制作者側 の負担を軽減

する構成を心がけた ｡ 本稿で はシ ス テ ム の構

成およ
.
び実験結果に つ いて報告するとともに,

そ の結果に つ い て考察する ｡

2 . イ ンタ ー ネッ トを利用した

公開講座の実践事例

19 97年の 調査
2) によれば, 社会人を対象と し

た各種講座の テ キス ト
･ 資料を掲載 して いる

大学 ･ 短大のホ
ー ム ペ ー ジは11 校 ･ 2 6講座で ,

こ のうちイ ンタ
ー ネッ ト上 のみで講座 を実施

する
｢ オ ンライ ン講義型｣ のも の は16 講座で

あ っ た*
1

｡ こ のようにイ ンタ ー ネッ トを直接遠

隔教育に利用 して いる講座 はまだ少数で はあ

るが, 各地で着実に本格化に向けて の取り組

みがなされ つ つ ある｡

本章では, イ ンタ ー ネッ ト講座を全学で積

極的に推進 して い る大阪市立大学と, 富山県

にお い て地域における絵合的な在宅学習シ ス

テ ム の実証実験を実施 した富山イ ンタ ー ネ ッ

ト市民塾の実践事例につ いて紹介する｡

2 . 1 大阪市立大学の イ ンタ ー ネ ッ ト講座

大阪市立大学では19 96年度よりイ ンタ ー ネッ

ト講座を開始 し, 2 00 0年度は11 講座を開講 し

て いる
3)
｡ こ の 講座は200 0年度から広報ス タ ッ

フ の ボラ ンテ ィ アによる運営から大学の 正式

な事業として 認められ るこ ととな っ た｡ 講座

の コ ンセプトはレも ー チャル ･ ユ ニ バ ー シティ
ー

｢

で , 各講座の 内容は
一

般教養的なもので はな

く, あくまでも専門課程の科目に則 しており,

将来的には正式な単位認定をも視野 に入れて

い る｡ 受講に関する制限はない が, 受講生 に

は 3 回程度の レ ポ
ー ト提出を義務付けて おり,

それ によ っ て修了 の認定が行われ て い る｡

各講座の W e b コ ンテ ン ツ の作成は直接講師

が行う場合もあるが, 講師からテ キス トおよ

び画像デ
ー タ の提供を受けたボラ ンテ ィ アが

間 題 点 田■■■ヨ
･ 各講座の レ ベ ル が高い ･ 教材を改善し､ よ り理
ため､ 受講生の定着率 解しやすいものにする.

が低 い . ･ メ ー リ ングリ ス トを強

(9 8年度で約1/4 程度) 化し､ コ ミ ュ ニ ケ
- シ ヨ

ンを活性化する.
･ 音声や動画を取り入れ
た講座にする.

･ 講師 の依頼､ 教材 の H ･ 運営体制を見直 し､ ボ

T M L 化､ サ ー バ 管理 ラ ンチ イ
~
ア による運営

等のボランテ ィ ア の負 から､ 正式な学内の担

荷が極めて高い . 当部署を決める.
･ 講師にと つ て ､ 通年の ･ 公開講座担当中は､ 学

メ ー リ ン グリス トの運 内の授業を少なく して
営が苦痛になる. 負担を軽減する.

･ 学 内の授業との共通化

を検討する.

表 1 大阪市立大学イ ンタ
ー

ネ ッ ト講座の

問題点と対策



低 ビ ッ ト レ ー トV O D を併用 した遠隔公開講座支援シ ス テ ム に 関する
一

考察

H T M L 化する こ とが多い ｡ また , 各講座ごと

にメ
ー リ ン グリス トが作成され ており, 講座

参加者相互 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が図られて

い る ｡

4 年間の 実践の中で 明らか にな っ た主な問

題点およびそ の対策は, 表 1 の通りで ある ｡

2 . 2 富山イ ン タ ー ネッ ト市民塾

富山イ ンタ
ー

ネ ッ ト市民塾は, 1998 年度に

通産省の
｢
教育の情報化推進事業｣ の採択を

受けて 実施されており, 199 9 年4 月より富山

大学, 富山県 ( 富山県民生涯学習 カ レ ッ ジ) ,

㈱イ ンテ ッ ク を中心 と した産 ･ 学 ･ 官の 共同プ

ロ ジ ェ ク トと して実証実験の 取り組みを開始

した
4 )
｡ イ ンタ ー ネ ッ ト市民塾の コ ンセ プトは

｢
学習 コ ンテ ン ツ の フ リ

ー

マ
ー ケ ッ ト｣ で あ

り, 公的機関が提供する講座の他に,
一

般市

民や民間教育事業者が自由に学習機会を提供

するこ とにより , 提供者と学習者との 需給関

係を形成 し, 学習コ ン テ ン ツ を新 しい 形態で

流通 させるこ とを目指 して いる
5)
(図1 参照) ｡

提供者および学習者に向けて , コ ンテ ン ツ作

成 ･ ア ッ プ ロ
ー

ド ･ 学習情報検索 ･ 在宅学習

支援等の 各種ソ フ トウ ェ ア が開発された｡

19 99 年度の 実証実験で は, 2 02名 (定員130

名) の 受講者に対 して , 9 種の モデル 講座お

よび21 件の フ リ ー コ ン テ ン ツ (蓄積型の W eb

コ ンテ ン ツ) が提供され た｡ 今回の 実験にお

【学習コ ン テ ン ツ凄供者〕

3

い て報告され て い る成果
6 )
の うち, 主なもの を

以下に列挙する ｡

･
一

般 の対面型講座と比較 して , 3 0 ･ 40代 の

受講者が多く, 時間的制約 の多い会社員の

ニ ー ズが高い ｡

･ 学習効果の 面で は, 全体的に
｢ とても楽 し

く 学習でき た｣ 28 % ,
｢
期待 した の と同 じ

程度だ っ た｣ 42 % と , 肯定的な評価が多

か っ た ｡

･ 対面学習でな い こ とに対する否定的な意見

は少 ない 一 方で ,
｢ パ ソ コ ン の操作｣ や

｢
学

習の進め方｣ に戸惑い を見せ た受講生 が多

か っ た ｡

･ ス ク ー

リ ングに関 して は,
｢ぜ ひ とも必要で

ある｣ 34 % ,
｢
講座によ っ て は必要で ある｣

56 % と, ス ク
ー

リ ン グの 併用 を求める声が

強い ｡

･ 学習支援ソフ トウ ェ ア中, 提供者 ･ 学習者

ともに受講状況表示 (管理) 機能 を高く評

価 して いる ｡

･

学習の 成果を自己実現や地域作りに生 かそ

うとする視点から,
｢
イ ンタ ー ネ ッ ト市民塾｣

を地域 コ ミ ュ ニ テ ィ
ー

の 場として活用 しよ

うとする動きも生まれ た｡

･ 今後の 課題 と して , 学習 コ ンテ ン ツ の利用

に対する対価 の認識, マ ル チメ ディ ア の導

入 , フ リ ー コ ンテ ン ツ の チ ェ ッ ク体制等が

挙げられる ｡

【学習者】

図 1 富山イ ンタ ー ネ ッ ト市民塾実証実験の 事業体制 ( 文献5 による)
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3 . 遠隔公開講座支援シス テム

3･ .1 シ ス テ ム の概略

1 997 年度から, イ ンタ
ー

ネ ッ トを利用した

遠隔教育シ ス テ ム を構想し, ハ
ー ドウ ェ ア の

導入とネ ッ トウ - ク環境の整備を進めた
7 )
｡ シ

ス テムの概略を図2 に示す｡ シ ス テ ム構築に

あた っ ての 指針はi 以下 の通りで ある｡

･ 機器構成や操作系統 の単純化によ っ て , 請

師がセ ル フ サ
ー ビス で コ ンテ ン ツ を作成で

きる体制を目指す｡

･ 現状の V O D 用の帯域は狭く, 高品質な動画

コ ンテ ン ツ作成 の必要性は低い ため, 映像

関連の機器は民生用のもの を利用する｡

･ 遠隔接続用P P P サ
ー バ の導入によっ て , ア

ナ ロ グ公衆網およびIS D N を介して本シス テ

ム を直接利用できるようにする ｡

･ 本シ ス テ ム は本学の境界ネッ トワ
ー ク上 に

置かれるこ とから, 特に各種サ
ー バ に関す

るセ キ ュ リテ ィ
ー に配慮 し, 定常的なアク

セ ス制限 ･ ロ グ監視等を実施する ｡

3 . 2 シ ス テム の構成

3 . 2 .
1 映像入力 ･ 編集系

.映像入 力
･ 編集用P C の P C I ス ロ ッ ト に

R e al V id e o *
2
およびM P E G -

1 対応 エ ン コ
ー ダ

ボ ー ドを各 1 枚装着する ｡ 4 × 4 の マ トリク

ス A V セ レクタによ っ て , これらの エ ン コ
ー

ダ

ボ ー ド - の出力, および ビデオカメラ
･ ビデ

オデッ キ等の 入力の切り替えを行う｡ 編集用

ソフ トウ ェ アとして R e alP r o d u c e rPl u s
8)
およ

ぴ M P E G C o m p o s e r
* 3 を利用する｡ 作成 し

た動画 コ ンテ ン ツはF T P によ っ て V O D サ ー バ

に転送する｡

3 . 3 . 2 W eb / V O D サ
ー バ

V O D サ ー バ と してR e al S e rv e r G 2
9)
を使用

する｡ こ のサ
ー バ はクライ ア ン トの接続形態

図2 遠隔公開講座支援シ ス テ ム
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( アナ ロ グ公衆網 - L A N) に応 じた可変帯域

ビデオス トリ ー ム を提供する ことができる｡

また, W e b サ
ー バ と し七A p a ch e l . 3

10' を使用

する ｡ W e b コ ン テ ン ツは内部ネ ッ トワ ー ク の

P C か らF T P で転送する｡

サ ー バ の プラ ッ トホ ー ム として , オ
ー プン

性 と コ ス ト パ フ ォ ー

マ ン ス に優れ たLi n u x

(Vi n e L i n u x l . 1
1 1)
) を導入する｡ セキ ュ リテ ィ

ー

を確保するため, 不要なデ
ー モ ン プ ロ セ ス を

抑止 し, T C P W r ap p e r および各種 コ ン プ イ

グ レ ー シ ョ ン フ ァ イル の 設定によ っ て , 外部

からのアクセ ス をW eb およびV O D コ ンテ ン ツ

の みに限定する｡

4L . シス テムの利用実験

1 99 9年度高岡短期大学公開講座ワa v a S c ri p t

プ ロ グラ ミ ン グ講座｣ を本 シス テ ム を利用す

る講座と して企画 し実施 した
* 4
｡ こ の講座の概

要を表2 に示す｡

こ の講座は, 基本的には 3 回 の対面型講義 ･

演習によ っ て 完結 して い るが , 表 3 に示され

て い るイ ンタ ー ネ ッ トによる学習支援によ っ

て
, 授業内容の確認 と応用演習がで きる構成

と した ｡ 作成 した教材 の例を図3 に示す｡

期 日
ー99 9 年9 月11 . 1 8 . 25 日の各 4 時間 . 3 日

( 計1 2 時間)

場 所 本学メディ ア ル ー ム

講 師 藤田徹也 . 米川 覚
.

大場範明

内 容

J a v a S ¢巾t プロ グラミ ン グ演習によ つ て､
W e b 上 で のオブジェ クト制御を理解し

､
W bb

ペ ー ジ作成に応用できる能力を養成する.

受講者 9 名 (修了者9 名)

表 2 J a v a S c ri p t プ ロ グラミ ン グ講座の概要

5

W eb コ ン テ ン ツ

プレゼ ン テ ー シ ョ ン資料

V O D コ ン テ ン ツ

図3 提出された教材の例

教 材 方 法

W 岳b コ ン テ ン ツ

各回の講義資料 ( レ ジ ュ メ) 各回 の当日に W e b サ
ー バ に ア ップ ロ ー ドする.

演習問題
.

解答 各回の講座の翌 日にア ップ ロ ー ドする
.

応用演習問題 . 解答
イ ンタ ー ネ ッ トの み で問題提供を行しi ､ 約 一

週間後に

解答をアッ プロ ー ドする
.

フ ァ イ ル提供 プ レゼ ンテ - シ ョ ン使用フ ァイ ル 各回の当日に W eb サ - / i. こ ア ッ プロ ー ドする.
V O D コ ン テ ン ツ 講義およぴ演習問題の 解説 細2 - 3 日 後にア ッ プロ ー ドする

.

電子メ
ー

ル に よる質疑応答 随時受付

表 3 イ ン タ ー ネ ッ トによる公開講座支援
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公開講座期間中における日毎の教材コ
■
シテ 受講生に対して実施 したア ンケ

ー ト調査結果

ン ツ - のア クセ ス 状況を表4 に示す｡ また , を表5 に示す｡

- W b b コンテ ン ツ ヘ の V O D コ ンテンツ ヘ の 電子メ ー ル の発信
備 考

アクセス (件) ･ アクセス( ファイル数) ( 件)

9/
~
1 1 3 第1 回議座乗施

9/1 2 4 1

9/1 3 3

9/1 4 1

9/l 5 ー

9/1 6

9/1 7 1 1

9/1 8p 3~ 第2 回読座乗施

9/ー9 1 1

9/2 0 1 1

?/21 1 1

~ 9/2 2 1

9/2 3 1

9/ 2 4 2 1

I -,9/ 2 5 6 3 第3 回読座乗施

. 9/2 6 2

- 9/? 7 1 2

9/ 2 8

9/ 2 9 1

9/3 0 2 1

1b/1 - ー0 1 0

合 計 44 1 9 4

表 4 教材 コ ン テ ン ツ - の アクセ ス 状況

回答者数 : 5 名

1 . コ ン テ ン ツの閲覧状況

コンテンツを見た場所(複数回答可) 回 数 学習 に 役 立 つ か

短大 自宅 ≡F三i■.ピ三 その他 なし - 5 回程度 - 10同程度 それ以上 役立つ どちらとも 役立たない

*p * # #- p 2. . 4 4 1 4 1

演
ー
習 問 題 2 4 4 1 4 ー

応用演習問題 1 4 4 1 4 ■
ビデ オ教 材■ 1 3 1 4 1 4 1

そ の 他 1 4 1 4 1 _ I 1

2
. 自由記述欄より
･ 自宅で は仕事もあるため､ 応用問題が自宅では思うように進まなか っ た｡
･ 復習の意味でも､ イ ンタ ー

ネ ットでの学習を続ける予定である｡
･ 全て の教材をダウン ロ ー

ドできるように して欲 しい ｡

･ イ ンタ ー ネ ッ トで予習ができるようにすれば良い ｡

表 5 ア ンケ
ー ト集計結果
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5 . 考 察

今回 の利用実験の結果につ いて , 特に教材

制作および授業形態の面 を中心 に考察する ｡

比較の ため, 第 2 章で実践事例と して取り上

げた大阪市立大学と富山イ ン タ ー ネッ ト市民

塾, および本シ ス テ ム をこれらの 観点から整

理 し, 表 6 に示す｡

5 . .1 教材制作

3 . 1 節で述 べ たように, 本シ ス テ ム は, 講師

がセ ル フ サ ー ビス で教材を制作する ことを目

指 して 設計され た｡ こ の コ ンセ プトにつ い て ,

実際の教材 コ ン テ ンツ の制作過程に基づ い て

検討する｡

(1) W e b コ ン テ ン ツ

W eb コ ンテ ンツの制作 ･ 管理は, ⅢT M L オ
ー

サリン グツ ー ル ( A d ob e P ag e m il13 . 0
* 5
) の

利用 によ っ て , ク ライ ア ン ト側で容易に行う

こ とがで きた ｡ 今回利用 したも の以外にも,

利用者の 習熟度に応 じた各種H T M L オ
ー サリ

ングツ ー

ル が低 コ ス トで提供されるようになっ

て いる ｡ また , 近年の 文書作成用アプリケ ー

シ ョ ン の ほ とん どがH T M L 形式 の 出力に対

応 して い るた め, 既存教材を活用するこ とも

容易で ある｡ よ っ て , 単純にテキス トおよび

画像を提示する形式の W eb コ ンテ ン ツ の自作

に関して は, 講師側の負担は少 ない と考えら

れ る
* 6
｡

W eb コ ンテ ン ツ を遠隔学習者にと っ てより

利用しやすいもの とするために, 制作者が画像

7

の取り扱 いや ペ
ー ジ構成法等の より高度な内

容を習得できる機会を設けるこ とが望ま しい ｡

(2) V O D コ ンテ ン ツ

V O D コ ン テ ン ツ は, 毎回の講座の 内容を収

録 しカ ッ ト編集によ っ て作成 した｡ 音声に関

しては, ダイナ ミ ッ ク レ ン ジに難があるもの

の講義を聞き取るこ とが可能で ある ｡ しか し,

動画像に関して はサイズ ･ フ レ
ー ム レ ー ト共

に不十分で あり , 板書のみ判読可能で , プ レ

ゼ ンテ ー シ ョ ン画面やサ ン プル ･ プ ロ グラム

等の小さ いテキス トはほとんど読み取れなか っ

た｡ C I F ･ Q C I F な どの 小さい 画面 フ ォ
ー

マ ッ

トで教材作成を行う場合は, テ キス トデ ー タ

を表示する際の フ ォ ン トサイズおよび コ ン ト

ラス トに十分配慮する必要性を痛感 した｡ ま

た, 単純な編集作業で あるにもか かわらず,

映像ソ ー ス の エ ン コ ー ディ ングと各カ ッ トの

開始点 ･ 終了点の決定に多く の時間を費やす

こ ととな っ た ｡ こ の ように , V O D コ ンテ ンツ

に つ い て は, 講義映像等 の比較的制作が容易

なもの で あ っ て も, 自作には限界があるの が

現状で ある｡

V O D コ ンテ ン ツ制作の負荷を軽減するため

には, 講義の 収録と, エ ン コ
ー ディ ン グを担

当する補助者を置く ことが有効であると考え

られる｡ こ の 二 つ の 工程はほ どん ど機械的に

実行できるため, 特定の担当者 - の業務の集

中を避けるこ とができる｡ また, コ ンテ ン ツ

の編集場面で は, I E E E 139 4 を利用したノ ンリ

ニ ア編集環境 の導入等による操作環境の 改善

が不可欠である｡ テ キス ト情報に つ い て は,

教 材 制 作
授 賞 形 態

W e b V O D

大阪市立大学

講師または事務局が作成
･ 当初は ､

H T M L タグを付加する方

式の ため ､ 制作に労力を要 した.

導入検討中

オ ン ライ ン講義型
･

県外の受講生も容易に参加できる
･ メ ー リ ン グリ ス トの運営を改善する必

婁が ある

富山イ ンタ
ー

専用の教材作成支援ツ ー

ル の使用

導入検討中

オン ライ ン講義型/ 蓄積型
･ 初心者でも簡単に教材作成可能だ ･ 各種在宅学習支援ツ ー ル の 中では､ 掲

ネ ッ ト市民塾 が
､ 中級者におい て はやや不満足 示板およぴ受講状況表示機能が好評

･ 各種ツ ー

ル の 開発が必要 ･ ス ク ー リ ン グを必要とする意見が 多い

本 シ ス テ ム 講師が作成(H T M L オ
ー サリ ングソフ ト) 講師が作成 体面型授業 + オ ン ライ ン学習支援

表 6 教材制作
･

授業形態による遠隔公開講座の事例比較
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現在の とこ ろ別途フ ァイ ル によ っ て詳細な内

容を提供する方法が最適であると考えられる｡

5 . 2 一授業形態

今回 の実験は対面型授業とオン ライ ン学習

支援とを連携させて 実施した｡ こ の形態で の

遠隔公開講座の有効性につ いて , オ ンライ ン

講義型のみの場合と比較しながら検討する ｡

(1) 連携による相乗効呆

.
t

. 教材サ
ー バ - の アクセ ス は講座当日ある い

は翌日に集中しており, 授業 - の参加がアク

セ ス を促進する大きな要因となっ て い ること

が考えられる ｡ また , 講師に対するメ ー

ル の

呼とん どが , イ ンタ
ー

ネッ トの みで提供され

た応用演習問題 に関する内容で あ っ た｡ さら

にi 欠席分を教材サ
ー バ - のア クセ ス によ っ

て自習しようとする受講生も見られた｡ これ

らの結果は, リア ル タイ ム ･ 対面型の授業と,

時間 ･ 場所を選ばない遠隔学習とを組み合わ

せる ことによ っ て , 受講生に幅広 い受講の機

会を与えるだけでなく , 授業による疑問の解

決 ･ 動機付けと自習による理解の深化とが有

機的に結び付い た , 有効な学習サイクル が形

成される可能性をも示 して い る ( 表7 ) ｡

I I l

; リ ア ルタイム : 非 同 期 :
J

‖
‖
‖
‖
‖

!.
l

碧 オン

詣
教材i

受講機会の拡大 ( 欠席者 へ の対応)

表 7 連携による相乗効果

また, 在宅学習 - の動機付けをより強める

ためには, 講座期間中の継続的な コ ンテ ンツ

更新が不可欠であると考えられ る｡ こ の こ と

は, 実際に在宅学習を行っ た受講生 の意見 と

して , 予習 ･

復習を支援する コ ンテ ン ツ の 充

実を求める要望が多か っ たことからも伺える｡

(2) 教材の蓄積

公開講座終了後の10月以降も受講生からの

アクセ ス は続い た｡ イ ン タ ー

ネ ッ ト上で展開

される教材 コ ン テ ン ツは , オン ライ ン講義型

の場合と同様に学習資源として蓄積され ,･ 受

講生 の フ ォ ロ ー や再利用に役立 つ ことを裏付

けて い る｡

(3) 課題

9 名 の受講生の 内, オ ンライ ン学習支援に

関するア ン ケ ー ト調査 - の 回答者は 5 名にと

どまり, 無回答の受講生 の多くはイ ンタ ー ネ ッ

トをほ とん ど利用して い なか っ た｡ 今後, イ

ンタ ー ネッ トによる学習支援を定着させ るた

めには, 各受講生のネ ッ トワ ー クリテラシ ー

に配慮した接続環境の整騰および技術的サポ
ー

トが重要で ある ことが明らかになっ た｡

また, 対面型授業を実施するこ とを前提と

した場合, 受講可能な範囲が講義場所の近隣

に限定され ることは避けられない ｡ こ の地理

的な条件を緩和するためには, 講座 の種類に

応 じて対面型授業の頻度を調整すること, ま

た双方向メディ ア をより充実させて いく こと

が必要で ある と考えられる｡

6 . おわりに

筆者らは, 19 97年度か ら, イ ンタ ー ネッ ト

を利用した遠隔教育シス テ ム を構想 し, ハ
ー

ドウ ェ ア の 導入 とネ ッ トワ
ー ク環境 の整備を

進めた｡ 本稿で はこの シ ス テ ム の構成および

機能につ い て述 べ , 1 999 年度高岡短期大学公

開講座 rJ a v a S c ri p t プ ロ グラミ ン グ講座｣
′

に

おける利用実験を報告 し, そ の結果につ いて

考察した｡
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V O D コ ン テ ン ツ に つ い て は ,

･ 画質に 問題があり , テ キス ト情報の可

読性に問題がある

･ 伝送帯域が十分でなく, ビ ッ ト レ
ー ト

が極めて低い

･ 単純な コ ンテ ン ツ で あっ て も, 制作に

多く の 工数が必 要される

等の制作および内容の 両面で の課題 が明らか

とな っ たが, 対面型授業とW eb による教材提

供 ･ 演習 の連携による遠隔教育にお い ては,

授業による疑問の解決 ･ 在宅学習 - の動機付

けと自習による理解の深化とが効果的な学習

サイ クル を形成 し得る ことが明らかとなり,

大学公開講座の
一

形態と して 十分 に実用的で

ある ことを確認 した ｡

近 い将来のイ ンタ
ー ネ ッ トの普及および広

帯域化によ っ て , ネ ッ トワ ー クを利用 した遠

隔教育の重要性はますます高まり つ つ あると

言 える ｡ 今後とも, 特にM P E G - 2 等の高品質

9

な映像 コ ン テ ン ツ の制作環境の改善に関する

内容に重点を置い た研究を継続する必要性を

感 じて い る ｡

謝 辞

今回 の研究にあた っ て , 本学地域ビジネス

学科の近藤潔教授には, シ ス テ ム 構築および

管理 に関する ご指導をい ただきま した｡ イ ン

タ ー

ネッ ト利用 の公開講座 の事例につ いて は,

大阪市立大学広報ス タ ッ フ , イ ンタ
ー ネ ッ ト

市民塾実証実験プ ロ ジ ェ ク ト, および図書館

情報大学関口研究室 の各位より貴重な情報の

提供をい ただきま した｡ また, 遠隔公開講座

の 実施に際 して は, 米川覚 ･ 大場範明両担当

講師および本学事業課 の ご協力をい ただきま

した ｡ 皆様に対し, こ こ に厚くお礼申し上げ

ます｡

注 釈

* 1 こ の調査は, 大学の公式ホ ー ム ペ ー ジに掲載され て い る公開講座のみ を対象として い るため,

実数はこれよりも多い と考えられる｡

* 2 R e alV id e o , R e alP r o d u c e r Pl u s G 2 , R e alS e r v e d ニ2 は, いずれもR e alN et w o rk s 社 の商標また

は登録商標である ｡

* 3 M P E G C o m p o s e r はO p d b a s e 社の登録商標で ある｡

* 4 今回の ｢J a v a S c ri p t 公開講座｣ の ホ
ー ム ペ ー ジはhtt p :// a y ak a .t a k a o k a - n c . a c .j p/

-

fu jit a/i n d e x .

h t m l である｡

* 5 A d o b e P a g e m ill はA d o b e S y s te m s 社 の登録商標である ｡

* 6 テ ス トやア ンケ ー

ト等が実施可能なイ ンタラクテ ィプな コ ンテ ン ツ制作や, 複数の コ ンテ ンツ

の系統的な管理 の ためには, 専任の管理者による技術的なサポ ー トが必要となるが, これは本

稿の カバ ー する範囲を超えるもの である ｡
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A c a s e st u d y o f a di st a n c e ･ e d u c ati o n s u p p o rt s y st e m
w ith a l o w bit l at e γO D

T et s u y a F t刀I T A

( R e c ei v e d M a y 30 , 20 00 )

l l

A B S T R A C T

W e h a v e d e v el o p e d a di st an c e
- e d u c a ti o n s u p p o rt s y st e m at T ak a o k a N ati o n al C olle g e . U si n g

t hi s s y st e m ･ t e a ch e r s c a n c o n fig u re a n d s e n d b o th W e b d at a a n d l o w bit l at e m o ti o n pi ct u r e s

t o st u d e n ts l e a mi n g at a di st a n c e vi a t h e I n t e rn e t ･ T his p ap e r d e s c ri b e s th e c o n fig tl r a ti o n

o f 也 e s y st e m a n d st u di e s th e r e s u lt of e x p e ri m e n t o n 也e 1 9 9 9 c oll e g e e x t e n si o n p r o g r a m

"

J a v a S c rip t p r o g r a m m i n g
"

.

As a r e s u lt
,
th i s s y st e m i s eff e c ti v e w h e n u s e d c o n c o m it an tly wi th fa c e -t o -f a c e l e ct u r e s .

H o w e v e r , w e h a v e s o m e p r o bl e m wi th V O D c o n t e n t s i n t e rm s of q u al it y an d t h e p r o c e s s of

p r o d u c ti o n ･ It h a s b e c o m e cl e a r 也at 也 e a s si st a n c e a n d t h e i m p r o v e m e n t of 也e p r o d u c ti o n

e n vi r o n m e n t a r e n e e d e d .

E E Y W O R D S

Di st a n c e - e d u c a ti o n
,
C olle g e e x t e n si o n p r o g r a m , I n t e m et , W eb , γO D , L o w bit l a t e , R e al Vid e o


